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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、後期高齢者の質問票における口腔機能類型質問に該当する者の口腔
機能を明らかにすることである。地域在住高齢者699名（男性274名、女性425名、平均年齢73.4±6.6歳）を対象
とし、後期高齢者の質問票の口腔機能類型質問と現在歯数、機能歯数、口腔衛生状態、口腔粘膜湿潤度、咬合
力、舌口唇の巧緻性、舌圧、咀嚼機能、嚥下機能を評価した。口腔機能類型質問で咀嚼機能の低下に該当した者
は、非該当者に比べて現在歯数、咬合力、口唇の巧緻性、咀嚼機能、嚥下機能が低下していることが示された。
口腔機能類型質問の嚥下機能の低下に該当した者は、非該当者に比べて嚥下機能のみが低下していることが示さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to clarify the oral function of individuals 
identified through the oral function-related items in the "Questionnaire for Latter-stage Elderly 
People". We targeted 699 community-dwelling older adults (274 men, 425 women, avg. age 73.4±6.6 
years), and evaluated the oral function-related items of the "Questionnaire for Latter-stage Elderly
 People", the number of present and functional teeth, oral hygiene, oral moisture, occlusal force, 
dexterity of the tongue and lips, tongue pressure, masticatory function, and swallowing function. It
 was demonstrated that those identified as having low masticatory function through the oral 
function-related items had a decreased number of present teeth, occlusal force, lip dexterity, 
masticatory function, and swallowing function compared to those not identified. Individuals 
identified as having low swallowing function through the oral function-related items only showed a 
decrease in swallowing function compared to others.

研究分野： 老年歯科医学

キーワード： 口腔機能　口腔機能低下症　サルコペニア　高齢者
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研究成果の学術的意義や社会的意義
口腔機能の低下は高齢者の栄養状態に悪影響を及ぼすため、その早期発見と維持・向上が重要となる。しかし、
専用の器機や試料を用いて口腔機能を精密に評価できる機関は限られており、歯科診療所での口腔機能の多面的
評価は困難である。本研究では、後期高齢者の質問票の口腔機能類型質問に該当する者が複数の口腔機能の低下
を示していることを明らかにした。この簡便な質問票を用いることで、広範囲なスクリーニングから専門機関で
の精密検査へとつなげることが可能となる。多様な場面で活用可能なこの質問票の有効性を示した本研究は、学
術的だけでなく社会的にも重要な意義を持つものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 口腔機能の低下は、高齢者の栄養状態悪化の一因として報告されている。その早期発見と
維持・向上が栄養状態の悪化を予防する可能性があるとされている。しかしながら、高齢者
の口腔機能を多面的に評価することのできる機関は限られており、歯科診療所で具体的な
口腔機能を評価することは難しい。このような背景を鑑み、歯科診療所で口腔機能を簡便に
評価する方法として、我々は 2020 年度より導入された後期高齢者の質問票の口腔機能類型
質問に着目した。後期高齢者の質問票の口腔機能類型質問は、咀嚼機能と嚥下機能を評価す
る 2 つの質問項目から構成されており、通いの場等で広く高齢者の口腔機能の評価に活用
されることが期待されている。しかし、後期高齢者の質問票の口腔機能類型質問に該当する
者の口腔機能の実態については、未だ明らかでない。後期高齢者の質問票の口腔機能類型質
問該当者の具体的な口腔機能の特性が明らかとなれば、後期高齢者の質問票により口腔機
能の低下が示された高齢者に対して、迅速な口腔機能管理を行うことが可能となる。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、後期高齢者の質問票における口腔機能類型質問に該当する者の口腔機
能を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 地域在住高齢者 699 名（男性 274 名、女性 425 名、平均年齢 73.4±6.6 歳）を対象とし、
後期高齢者の質問票の口腔機能類型質問の回答を得た。口腔機能として、現在歯数、機能歯
数、口腔衛生状態、口腔粘膜湿潤度、咬合力、舌口唇の巧緻性、舌圧、咀嚼機能、嚥下機能
を評価した。連続変数が正規分布に従う場合は、対応のない t 検定、従わない場合は、Mann–
Whitney の U 検定にて群間比較を行った。カテゴリ変数については、カイ二乗検定または
Fisher の正確確率検定にて検討を行った。 
 
４．研究成果 

対象者 699 名（100%）のうち口腔機能類型質問の咀嚼機能低下と嚥下機能低下の両方に
該当した者は 52 名（7.4%）だった。また、咀嚼機能低下の該当者率は、男性に比べて、女
性の方が有意に高かった（p=0.003）。咀嚼機能低下と嚥下機能低下の各非該当者・該当者
の口腔機能を、前後期高齢者別に検討した結果を表 a、b に示す。咀嚼機能低下の該当者は、
前後期高齢者に共通して現在歯数、咬合力、ODK /pa/、混合能力、咬断能力が非該当者に
比べて有意に低値を示した。加えて、嚥下機能の低下を疑うスクリーニング値である EAT-
10 が 3 点以上の者の割合は、前後期高齢者に共通して咀嚼機能低下の該当者で、有意に高
い値を示した。嚥下機能低下の該当者は、口腔機能に関して EAT-10 が 3 点以上の者の該
当率のみが、前後期高齢者ともに非該当者と比べて有意に高い値を示した。 
  



表 a：前後期高齢者別の咀嚼機能低下非該当者と該当者の口腔機能（有意な変数を抜粋） 
  前期高齢者   後期高齢者   

  咀嚼機能低下非該当 咀嚼機能低下該当  咀嚼機能低下非該当 咀嚼機能低下該当   

  n=340 n=63   n=209 n=87   

連続変数 中央値 (Q1, Q3) 中央値 (Q1, Q3) p 値 中央値 (Q1, Q3) 中央値 (Q1, Q3) p 値 

現在歯数（本） 26 ( 23, 28) 22 ( 14, 25) <0.001 24 ( 17, 27) 17 ( 8, 23) <0.001 

咬合圧（N） 336.6 ( 207.9, 490.7) 216.5 ( 76.4, 288.7) <0.001 305.8 ( 162.4, 456.6) 167.1 ( 104.9, 335.1) <0.001 

ODK /pa/（回/秒） 6.4 ( 6.0, 7.0) 6.4 ( 5.8, 6.6) 0.026 6.4 ( 6.0, 6.8) 6.2 ( 5.6, 6.6) 0.018 

混合能力 23.7 ( 21.1, 26.1) 20.8 ( 17.1, 23.6) <0.001 22.6 ( 19.1, 25.3) 20.2 ( 16.0, 23.2) <0.001 

咬断能力 6 ( 5, 6) 5 ( 3, 6) <0.001 5 ( 4, 6) 3 ( 0, 6) <0.001 

カテゴリ変数 n [%] n [%] p 値 n [%] n [%] p 値 

EAT-10 3 点以上 82 [24.1] 29 [46.0] <0.001 50 [23.9] 37 [42.5] 0.001 

 
表 b：前後期高齢者別の嚥下機能低下非該当者と該当者の口腔機能（有意な変数を抜粋） 

  前期高齢者   後期高齢者   

  嚥下機能低下非該当 嚥下機能低下該当   嚥下機能低下非該当 嚥下機能低下該当   

  n=291 n=112   n=222 n=74   

連続変数 中央値 (Q1, Q3) 中央値 (Q1, Q3) p 値 中央値 (Q1, Q3) 中央値 (Q1, Q3) p 値 

現在歯数（本） 26 ( 22, 28) 26 ( 22, 28) 0.416 22 ( 12, 26) 23 ( 16.8, 27) 0.047 

カテゴリ変数 n [%] n [%] p 値 n [%] n [%] p 値 

EAT-10 3 点以上 52 [17.9] 59 [52.7] <0.001 50 [22.5] 37 [50.0] <0.001 

 
本研究により、後期高齢者の質問票の口腔機能類型質問に該当する者が、実際の口腔機

能も低下していることが明らかとなった。口腔機能類型質問を用いて高齢者の口腔機能を
問診し、口腔機能低下の該当者を発見した場合、その該当者の口腔機能は実際に低下して
いる可能性が高いと推測できる。特に咀嚼機能低下の該当者は、咀嚼機能以外の複数の口
腔機能も低下していた。これは、口腔内を精査し原因を探究する必要があることを示唆し
ている。 
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